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Abstract
The purpose of the current study is to clarify the structure of the care management practice based on social 
work. The research design is a cross-sectional survey using mailed questionnaires. The participants in the 
study were 1,742 care managers. The response rate was 43.6%． The factor analysis with Promax rotation 
was conducted in order to clarify the structure of the care management practice based on social work.
The factor analysis results indicated the structure of the care management practice was composed of the 
following 7 domains: （1） Person-centered services, （2） Primacy of client–social worker relationship, （3） 
Utilization of an environment that directly affects life, （4） Utilization of informal support, （5） Strength per-
spective, （6） Collaborative teamwork and （7） Intervention at micro, mezzo, and macro levels.
The results indicate that care management practice based on social work consists of 7 elements． It has 
been shown that it is important for care management based on social work not only to provide support that 




































































年 11 月 21 日～ 2017 年 1 月 21 日までとした。データ分析にあたっては、回答者が特定できぬようコー
ド化を行うとともに、調査分析方法については「桜美林大学研究倫理委員会」の承認を得た（承認番号：
16035）。また、プライバシー保護に関する十全の配慮のもとでデータの管理を行い、他者が調査データに






境の中の人』の枠組み（7 項目）」、「④ストレングス視点（6 項目）」、「⑤協働するチームワーク（4 項目）」、「⑥
ミクロ・メゾ・マクロのレベルでの介入（5 項目）」の合計 33 項目で構成される質問項目を作成した。
3.「ソーシャルワークの視座に立ったケアマネジメント実践」測定項目















NASW の 指 針 に お い て、“The therapeutic relationship or working alliance between the social work case 
manager and the client is integral to helping the client achieve her or his goals ” とされており、利用者が自身
の目標を達成することを支援するためには、ケアマネジャーと利用者との適切な援助関係構築が必要不
可欠とされている。つまり、「クライエント・ソーシャルワーカー関係の卓越性」を構成する項目については、






「環境の中の人（person in the situation）」という考えは、ソーシャルワーク実践モデルの一つである「心
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NASW の指針では、“The social work case manager uses a variety of approaches to effect change in individuals, 
families, groups, communities, organizations, systems, and policies. Advocacy for systemic change plays a key 
role” とされており、システムの変化に焦点を当てたアドボカシーを鍵とする、個人・家族・集団・地域・
組織・政策の変化に影響を与えるための多様なアプローチの活用がソーシャルワークの視座に立ったケ

















た 6 領域（33 項目）の各項目に対する回答選択肢を「十分実施している（4 点）」、「まあ実施している（3











定し、カテゴリカルデータの推定法である Weighted Least Square parameter estimates using a diagonal weight 
matrix with robust standard errors and mean-and variance-adjusted chi-square test statistics（以下、WLSMV）を
推定方法に確証的因子分析を行った。適合度の評価指標には、Comparative Fit Index（以下、CFI）、




因子分析には「SPSS17.0 J for Windows」を、構造方程式モデリングには順序カテゴリカル変数として多
変量解析を行なうことができる統計ソフト「Mplus version 5.2」を使用した。統計解析には回収された













結果、 福祉職を選択した者が 794 名（45.6％）と最も多く、
次いで介護職が 619 名（35.5％）、看護職 221 名（12.7％）、
リハビリテーション職 29 名（1.7％）となっていた。





















いては、「 ーシャルワークの視座に立 メント実践」について 7 因子二次因子モ
定し、カテゴリカルデータの推定法であるWeighted Least Square parameter estimates using a diagonal 
weight matrix with robust standard errors and mean-and variance-adjusted chi-square test statistics
（以下、WLSMV）を推定方法に確証的因子分析を行った。適合度の評価指標には、Comparative Fit Index





















た結果、 福祉職を選択した者が 794 名（45.6％）と最も
多く、次いで介護職が 619 名（35.5％）、看護職 221 名
人数 ( ％ )
男性 383 ( 22.0 )
女性 1,356 ( 77.8 )
無回答 3 ( 0.2 )
30歳未満 7 ( 0.4 )
30歳代 222 ( 12.7 )
40歳代 554 ( 31.8 )
50歳代 663 ( 38.1 )
60歳以上 293 ( 16.8 )
無回答 3 ( 0.2 )
中学校（旧制高等小学校を含む） 13 ( 0.7 )
高等学校（旧制中学校を含む） 467 ( 26.8 )
短大・高専・専門学校・専修学校 839 ( 48.2 )
四年制大学（旧制高校・新制大学院を含む） 399 ( 22.9 )
その他 16 ( 0.9 )
無回答 8 ( 0.5 )
常勤専任 1,353 ( 77.7 )
非常勤専任 27 ( 1.5 )
常勤兼任 353 ( 20.3 )
非常勤兼任 3 ( 0.2 )





























人数 （ ％ ） 人数 （ ％ ） 人数 （ ％ ） 人数 （ ％ ） 人数 （ ％ ）
1 高齢者とともにアセスメントを行うようにしていますか。 7 （ 0.4 ） 59 （ 3.4 ） 867 （ 49.8 ） 807 （ 46.3 ） 2 （ 0.1 ）
2 高齢者とともにケアプランを作成するようにしていますか。 15 （ 0.9 ） 181 （ 10.4 ） 1,035 （ 59.4 ） 509 （ 29.2 ） 2 （ 0.1 ）
3 高齢者とともに支援の結果を評価するようにしていますか。 12 （ 0.7 ） 265 （ 15.2 ） 982 （ 56.4 ） 477 （ 27.4 ） 6 （ 0.3 ）
4 家族とともにアセスメントを行うようにしていますか。 6 （ 0.3 ） 91 （ 5.2 ） 887 （ 50.9 ） 755 （ 43.3 ） 3 （ 0.2 ）
5 家族とともにケアプランを作成するようにしていますか。 18 （ 1.0 ） 154 （ 8.8 ） 955 （ 54.8 ） 611 （ 35.1 ） 4 （ 0.2 ）
6 家族とともに支援の結果を評価するようにしていますか。 17 （ 1.0 ） 248 （ 14.2 ） 981 （ 56.3 ） 489 （ 28.1 ） 7 （ 0.4 ）
7 高齢者に対して批判的でない態度で接しようとしていますか。 20 （ 1.1 ） 6 （ 0.3 ） 470 （ 27.0 ） 1,244 （ 71.4 ） 2 （ 0.1 ）




7 （ 0.4 ） 231 （ 13.3 ） 913 （ 52.4 ） 584 （ 33.5 ） 7 （ 0.4 ）
10 高齢者に本人の感情や思いを理解したことを伝えるようにしていますか。 0 （ 0.0 ） 63 （ 3.6 ） 899 （ 51.6 ） 772 （ 44.3 ） 8 （ 0.5 ）




























54 （ 3.1 ） 855 （ 49.1 ） 670 （ 38.5 ） 155 （ 8.9 ） 8 （ 0.5 ）
























1 （ 0.1 ） 44 （ 2.5 ） 885 （ 50.8 ） 805 （ 46.2 ） 7 （ 0.4 ）
26 他の専門職や機関と協働してアセスメントを行うようにしていますか。 21 （ 1.2 ） 449 （ 25.8 ） 923 （ 53.0 ） 342 （ 19.6 ） 7 （ 0.4 ）




















139 （ 8.0 ） 477 （ 27.4 ） 701 （ 40.2 ） 413 （ 23.7 ） 12 （ 0.7 ）





















































































表 2　介護支援専門員によるソーシャルワークの視座に立ったケア ジメント実践度に関する回答分布（n ＝ 1,742）















































表 3　「ソーシャルワークの視座に立ったケアマネジメント実践」因子分析結果（n ＝ 1,636）
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